
教材紹介                     教科・領域（   美術   ） 

教材名 

ミモカアートカード 

備考 

猪熊源一郎美術館 

貸し出し教材 

教材の写真 

出典：画像 ©公益財団法人ミモカ美術振興財団（転載禁止） 

対象 

(学習グループ例) 

美術・鑑賞学習を行うグループ 

国語・イメージと言葉の関連学習を行うグループ 

など   

目的 

ねらい 

ゲーム遊びを通じて、 

・色/形を、集中して見る力を養う。 

・色/形からイメージして、言葉で表現する力を養う。 

・作品を見て感じる・楽しむ体験をする。 

・他の人の感じ方に触れる。 

使用方法 

使 用 上 の 留 意 点 

小中学校の授業で使うことを目的とした美術作品の鑑賞教材です。 

ミモカ（丸亀市猪熊弦一郎現代美術館）の所蔵作品である猪熊弦一郎の作品が印刷さ

れた「アートカード」と、音や様子を表す言葉が載っている「音カード」がそれぞれ

60 枚と、ガイドブック 1 冊がセットになっています。 

ガイドブックには全部で 11 の遊び方と授業で使えるワークシートが載っています。

複数のカードの作品について共通点を探す「ならべてマッチング」「めくってマッチ

ング」というゲームや、作品に登場する人物などについて想像しセリフを考える「セ

リフづくりゲーム」などです。  出典：教材 ©公益財団法人ミモカ美術振興財団 

備考 

(材料等) 

参考ＨＰ 

https://www.mimoca.org/ja/school/tool/ 

 

https://www.mimoca.org/ja/school/tool/

